
        議会運営委員会会議録 

 

1 日 時 開会 令和 6 年 8 月 21 日 10：30 

閉会 令和 6 年 8 月 21 日 10：50 

2 場 所 委員会室 

3 出 席 委 員 吉田克則、七宮広樹、吉田広明、鈴木元久、菊地哲也 

4 欠 席 委 員 なし 

5 出席要求者 副議長、総務課長 

6 職務出席者 議長、事務局長、書記 

7 付 議 事 件 第 1 臨時会提出議案について 

第 2 その他 

8 議事の経過 

七宮広樹副委員長開会 

吉田克則委員長あいさつ 

委員長による進行 

第 1 臨時会提出議案について 

（委員長が総務課長に説明を求める） 

（総務課長が資料に基づき議案要旨を説明） 

委員長：質疑あるか。 

吉田広明委員：県議会議員選挙の件だが、IP での告知はどうなっているか。 

総務課長：無投票になった場合は、IP 告知で流す。 

吉田広明委員：請負契約の件だが、先ほどの全協の質疑で、アスベスト除去費用が

2700 万円とあった。500 万円以上は議会にかけるとかっていう説明はあったが、 

二つあるってことで一つアスベストの 500 万円以上、もう一つが不明であった。

金額の分かるものの提出も必要だったとと思うが。 

総務課長：今回の資料としては、まち整備課も持っていたが、そちらを示した方が

わかりやすいという感じを受けた。トータルとして 500 万円を超えてしまうとい

うことなので、どうしてもその工事の進捗によって、さまざまな問題が出てきた

ときに、施工者側と発注者側で協議をして書類を取り交わし、その増減含めて、

その都度、発注者側、契約書が当行発注者側と受ける側と、あと当然、契約書の

町長までその書類をそれらをまとめてこうやっていくということで、なかなかど

のタイミングで変更の説明をするのが一番いいのかっていうのは難しい部分で、

今まで慣例だと最後にまとめて変更契約をして、増減で例えば、今回 450 万だと

なれば、議会の議決は要らないということになってしまうので、そういった部分

が増減含めて、金額を分かりやすくした方がよかったと思うので今後そこについ

ては改善していきたいと思う。 

吉田広明委員：議会に対する 500 万円以上の金額の、その項目が 1 からその番号と、

どこに充当されるかがすごく不明瞭。例えば、砂利敷きで 500 万以上かかってい

るのか、要するに二つあるって言っていた。 

総務課長：アスベストは 500 万円を超えている。日々現場は動いていて、そこでど

議 長 

確認印 

 



う納めるか。例えば、道路であれば、石が出てきた軟弱な地盤が出てきた、それ

を取らないと舗装できないとか、そういったことで常に動いているわけである。

そういったところで、これをどうしましょうかっていうのをすぐ現場確認、書類

確認そういったものでやっていくが、そういった増分減分全部合わせて 500 万円

というふうに考えていただきたい。アスベスト処理分で 500 万円だから、議会の

議決を受けるところではなくて、ある程度まとめた形で、その増、増減額が 500

万円を超えたら、これは議会の議決を要するという形になる。 

吉田広明委員：要するに、先ほどの課長の答弁だと、500 万円以上の追加の案件が

二口あると。もう一口が理解できないので、それをまとめて説明、どことどこを

足したら 500 万円以上になったから議会の議決を求めると言ってくれれば分か

るがそれがなかったので。金額も記載なかったので余計分からなかった。 

総務課長：項目でいくとすべての合計額が 500 万円を超えたと考えていただきた

い。 

副委員長：県議会議員補欠選挙の件だが、選挙になれば、期日前がほとんどだと思

うが今回も福祉会館でやるのか、それともはなわホールを利用するのか。 

総務課長：今回、はなわルームを考えていたが、アスベストの関係で若干遅れてし

まっているため仮囲い正面の門の方まで取れればはなわホールと思っていたが、

どうしても工期が延びてしまったため、今回も同じく福祉会館になる。 

副委員長：吉田広明委員が言ったように、500 万円以上であれば、議会にかけると

いうことだが、言ってみればほとんど終わっていて、後出しジャンケンのような

形でできればその前にある程度情報、いろいろとこういうことしてますっていう

ところは、あってもいいような気がする。これだけお金かかってることは事実な

ので、今こういう工事をやって、こういうこともあってっていうところで、情報

流していただくと、議員としてもそういうことなんだなというところで、そんな

形で思うので、当然途中経過でこういった変更なんかがあるというところ情報提

供願う。 

総務課長：情報提供不足だったと思うので、改善したいと思う。 

委員長：日程第 1 を終わる。 

（総務課長が退席） 

委員長：続きましてその他だが、何かあるか。 

副委員長：9 月 11 日から 9 月の定例議会がはじまり、私が予算決算の委員長とい

うことで、大役を務めていくが、気になっているところがある。この議運の席で

ちょっと協議してほしいというのがある。3 回までしか質問できないということ

で、テクニック的にですね、1 回の質問に 3 つ 4 つと付け加えていきながら 3 回

の質問ということがあるが、以前からだろうが、答弁する方も何が何だったか分

からなくなるし、聞いている方もどうなんだというところで、ある程度、質問一

つの中に、3 つまでだとかというのはあったほうがいいんではないかなと思いも

ある。9 月 11 日からの定例議会なので、先々ちょっと心配のためご協議してい

ただければと。 

委員長：議会の運営で、3 回までということになっている。条文を見てからの話に



なると思う。それを頭に入れてからの協議の方がいいかと思う。議会運営の基準、 

その内容を確認して改善していくのがいいと思った、そんな感じでよろしいか。 

（よいとの声あり） 

委員長：諸般の報告について説明を求める。 

（事務局長が議事日程記載内容を説明） 

委員長：終了する。 

副委員長閉会 

塙町議会委員会条例の第 27 条の規定により署名する。 

 令和  年  月  日  

          議会運営委員長 


